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市民の皆さまには、日ごろから本市のまちづくりに深いご理解とご協力をいただき、厚くお

礼を申し上げます。 

市では、平成 24 年に市民自治と情報共有を基本原則とする「まちづくり基本条例」を制定

し、対話を基本とした市民の参加・参画によって、様々な課題解決に向けて市民と議会、行政

がそれぞれの役割を分担しながら「市民が主役」の笑顔あふれるまちづくりを進めています。 

 さて、コロナ禍から経済社会活動の正常化が進み、緩やかに回復しているなか、世界的な物

価高騰や世界経済の減速等を起因して発生するさまざまな課題に対して、本市では国の交付金

等を活用しながら迅速に対応してきましたが、今後の社会経済情勢は予断を許さない状況が見

込まれます。 

 こういった状況のなか、令和６年度当初予算は、創意工夫と柔軟な発想により地域内の好循

環創出に挑戦するなかで、市民生活と地域経済を守り抜く気概をもって「市民が豊かにいつま

でも安心して暮らせるまち」の実現をめざし、職員ひとり

一人が「カイゼン」の意識をもった予算としています。 

「わかりやすい予算書」は、まちづくりを進めるうえで

必要不可欠な予算の基礎知識をできる限りわかりやすく

理解していただくために作成しました。 

 市民の皆さまには、本書をご覧いただき、よりよいまち

づくりに積極的にご参加くださいますよう、お願い申し

上げます。 
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1 　予算とは

　市民のみなさんが納める税
金は、国・道・市の収入とな
り、さまざまな行政サービス
に使われています。
　国や地方自治体は、新しい
年度が始まる前に、あらかじ
め税金などの収入と行政サー
ビスに使う支出の金額を見積
もり、事業の内容などを計画
します。

　予算は、市長が予算案を作
成して、市議会の審議を経
て、議決によって予算として
成立します。
　事業を行う担当部署が、市
民のみなさんから意見や要望
を聞き、地域の状況を見なが
らどのような行政サービスを
行うべきか計画を立て、どの
くらいお金が必要なのかを検
討します。市長は、その結果
に総合的な判断を加え予算案
を作成し、市議会に提出しま
す。
　市議会では、市民の声を代
表する市議会議員が様々な意
見を出しあい、予算案を審議
し、予算を決定します。

お金の動き

予算編成

の流れ
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予算案を提出する

市民

予算ってなに？

１年間の収入と支出を見積もることです。

予算はどうやって決まるの？

市長が予算案を作り、市議会
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※ 令和６年度予算から企業会計へ変更

会 計 名 令和６年度 令和５年度 増減額 増減率

一 般 会 計 169億4,224万円 159億9,690万円 9億4,534万円 5.9%

国民健康保険事業 19億9,596万円 21億9,428万円 △1億9,832万円 △9.0％

後 期 高 齢 者 医 療 4億1,454万円 3億8,566万円 2,889万円 7.5%

介 護 保 険 事 業 24億5,222万円 23億9,225万円 5,997万円 2.5%

公共下水道事業※ 0万円 12億4,789万円 △12億4,789万円 皆減

農業集落排水事業※ 0万円 2億5,569万円 △2億5,569万円 皆減

小 計 48億6,272万円 64億7,577万円 △16億1,305万円 △24.9%

水 道 事 業 10億2,945万円 10億7,728万円 △4,783万円 △4.4％

下 水 道 事 業 ※ 19億8,636万円 0万円 19億8,636万円 皆増

病 院 事 業 40億  816万円 38億7,666万円 1億3,150万円 3.4%

小 計 70億2,397万円 49億5,394万円 20億7,003万円 41.8%

合 計 288億2,893万円 274億2,661万円 14億　232万円 5.1%

2 　士別市の予算規模

一 般 会 計
教育・福祉・道路整備など市民の暮らしや、まちづくりに必要な基本的
な行政サービスを行う会計です。

特 別 会 計
一般会計と区分して、事業の目的を限定し、特定の事業ごとに経理する
会計です。

企 業 会 計
市が民間企業と同じように事業を経営するもので、利用料金などの収入
で運営している会計です。

特
別
会
計

企
業
会
計

◆予算が増減する要素

　市の予算規模は、建設事業費の多
寡による影響を強く受けて増減して
います。
　令和６年度は、朝日三望台シャン
ツェ整備事業や人件費高騰に伴い、
前年度から増額となりました。

169億4,224万円
   48億    

  6,272万円
70億2,397万円

令和６年度予算 一般会計 特別会計 企業会計

R2

R3

R4

R5

R6

一般会計 特別会計 企業会計

266.0

284.8

278.8

288.3

予算規模の推移　　　　　　　　 （億円）

士別市の予算は？

一般会計、特別会計、企業会計をあわせ

ると、288億2,893万円です。

予算規模の推移

274.3
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3 　一般会計歳入の概要

項　目 説　明 予算額

 自主財源（24%） 市が自主的に集めることができる収入です。 40億8,961万円

市税 みなさんが市に納める税金です。 22億3,214万円

分担金及び負担金
事業に必要な経費の一部を受けるサービスの程度
に応じて利用者が負担するお金です。

9,859万円

使用料及び手数料
体育館やスキー場など市の施設の利用や住民票な
どの証明書を発行する際にかかるお金です。

4億1,798万円

繰入金
各種基金（市の貯金）を取り崩して使うお金で
す。

5億7,303万円

その他
寄附金や土地・建物の売り払いなどの財産収入、
諸収入、前年度の繰越金などです。

7億6,787万円

 依存財源（76%）
国や北海道から交付される財源や市債のことで
す。

128億5,263万円

地方交付税
みなさんが国に納めた税金の一部です。都道府
県、市町村の財政状況等に応じて配分されます。

82億2,834万円

各種交付金
地方譲与税や地方消費税交付金など、みなさんが
国や北海道に納めたお金の一部です。

8億9,241万円

国・道支出金
みなさんが国や北海道に納めたお金の一部が、特
定の目的を行うために市町村に配分されます。

22億7,048万円

市債
学校や道路の建設などをするために、国や銀行か
ら借り入れるお金です。

14億6,140万円

計 169億4,224万円

　市の歳入は、市民のみ
なさんが納める税金（市
税）をはじめ、公共施設
を利用する際の使用料・
手数料など、自分たちの
力で確保する「自主財
源」と地方交付税や補助
金など国や道に頼ってい
る財源である「依存財
源」に区分できます。
　市の自主財源は、約
24％で、残りは国、道か
らのお金や借入金に頼っ
ている状況です。
　自主財源が多いほど、
行政活動の自主性と安定
性を確保できるとされて
います。

市税 2,232

(13％)

分担金及び

負担金99(1%) 

使用料及び

手数料

418(2%) 

その他

1,341

(8%)

地方交付税等 

9,121(54%)

国・道支出金

 2,270(13%) 

市債 

1,461

(9%) 

自主財源

4,090

(24％)

依存財源

(76％)

12,852

（単位：百万円）

※（）は構成比
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税目 説明 予算額

個人市民税
個人の前年（１月１日から12月31日）の所得に対して課税
される税金

7億　906万円

法人市民税
市内に事業所などがある会社の収益などに対して課税される
税金

2億5,387万円

固定資産税
毎年１月１日現在、市内に土地や建物などを所有している方
に対して課税される税金

9億4,448万円

軽自動車税
毎年４月１日現在、市内に定置場がある軽自動車や原動機付
自転車などを持っている方などに対して課税される税金

5,953万円

市たばこ税
市内のたばこ販売店にたばこを売った製造業者に対して課税
される税金

1億7,363万円

鉱　産　税 市内で鉱物を採取する事業者に対して課税される税金 36万円

都市計画税
毎年１月１日現在、市内の都市計画区域内に土地や建物など
を所有している方に対して課税される税金

9,050万円

入　湯　税 鉱泉浴場の入湯客に対して課税される税金 71万円

合　　　計 22億3,214万円

4 　市税の概要

市税予算額の推移

市税は何種類あるの？

８種類あり、収入総額のおよそ13％を

占めています。

令和６年度の市税予算額は？

約22.3億円です。

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

22.4億円
22.1億円

20.4億円

22.4億円 22.4億円 22.3億円
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目的別経費 説明 当初予算額

議会費 議会運営などの経費 1億　  92万円

総務費 市役所の管理運営、広報、戸籍などの経費 7億7,577万円

民生費 子育て支援、高齢者、障がい者福祉などの経費 36億2,345万円

衛生費 医療、健康増進、ごみ処理などの経費 19億1,882万円

労働費 勤労者福祉対策などの経費 3,180万円

農林水産業費 農業振興や森林整備などの経費 10億2,262万円

商工費 商工業や観光の振興などの経費 4億5,792万円

土木費 道路、河川、住宅、公園などの経費 14億8,820万円

消防費 消防や防災などの経費 7億3,428万円

教育費 学校教育、生涯学習、スポーツ振興などの経費 19億7,299万円

災害復旧費 大雨災害が起きた際の初期防災経費 100万円

公債費 借金の返済などの経費 26億6,416万円

職員費 職員の給料などの経費 21億4,031万円

予備費 緊急に必要とする場合に備えておく経費 1,000万円

合　　計 169億4,224万円

5 　一般会計歳出の概要

　市の歳出は、借入金の償還などの必ず支払わなければならない経費「義務的経費」と道路や建
物を建設するための経費「投資的経費」と「その他の経費」に区分できます。
　義務的経費は、職員の人件費や生活保護などに使う扶助費、借金の返済である公債費があり、全
体の約45％を占めています。
　投資的経費は道路や建物の建設などに使うお金です。
　その他の経費は、事務費である物件費や補助金などの補助費等があります。

人件費  

3,087

(18%)

扶助費　 

1,733

(10%)

公債費 

2,647

(15%)普通

建設

事業費
1,677(10%)

物件費

2,327

(14%)

維持補修費  

308(2%)

補助費等

3,679

(22%)

繰出金

1,148

(7%)

その他  336

(2%)

※（）は構成比

義務的

経費
その他

生活保護や社会福祉、

医りょう助成などの経

費です。

借入したお金を返

済する経費です。

各種団体に対す

る助成や負担金

などの経費です。

市で事務を行う経

費、電気代や光熱

費などの経費です。
学校や道路など

をつくるための

経費です。

目的別経費

（単位：百万円）

性質別経費

支出（歳出）の内訳は？

歳出の分類方法には、どのようにお金を使うの

かの「性質別」と何のために使うのかの「目的

別」の2種類があり、それぞれの金額は以下の

とおりです。

投資的

経費
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6 　地方交付税の仕組み

～普通交付税の計算方法～

　自治体ごとに、標準的な行政サービスに必要な支出額と標準的な収入額を算出
し、その差額として普通交付税が算定されます。

基準財政
需要額

消防費 土木費 農業費 社会福祉費 その他

基準財政
収入額

市税 譲与税 交付金等 不足分

普通交付税
※需要額に対する収入額不足分

所得税の33.1％
１年間の個人の所得（収入から経費などを差し引いたもの）に対して
かかる税金で、所得が多くなるほど税率が高くなります。

法人税の33.1％
法人（会社）の所得に対して係る税金で、会社ごとに定める決算年度
ごとに課税されます。

地方法人税の全額
法人（会社）の所得に対して係る税金で、会社ごとに定める決算年度
ごとに課税されます。

酒税の50％
ビールや日本酒などのお酒にかかる税金で、税額は、お酒の種類やア
ルコールの度数によって細かく決められています。

消費税の19.5％
商品の販売やサービスの提供などに対して係る税金で、負担するのは
消費者（商品を買った人）などです。

地方交付税とは

地方交付税って何？

　地方交付税は、全国どこに住んでいても一定水準の

サービスを受けられるよう、必要となるお金を国が地方

に保障する制度で、地方のお金が不足する場合に配られ

る「普通交付税」と、災害が発生した場合の復旧などに

必要なお金として配られる「特別交付税」があります。

　士別市は歳入に占める地方交付税の割合が約51％と

なっており、収入の多くを地方交付税に頼る財政構造と

なっています。

地方交付税の財源はなに？

　地方交付税の財源は以下のとおりです。

　皆さんが納めた国税のうち、一定割合が交付税の財源

となっています。
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7 　市債（借金）

・
・

・
・

３0億円で
市役所庁舎を建設

◆こんなに借金をして大丈夫？

近年の大型建設事業

　市債の増加は後年度（将来
世代）の負担増につながるた
め、後年度に過度な負担を残
さないために、償還額（市債
の返済額）に留意した財政運
営をする必要があります。
　また、市債残高の約６割
は、後年度の交付税によって
措置される（国からお金が
入ってくる）見込みです。

市債の目的 １年

５年後

３０年後

単位：百万円

なぜ、借金（市債）を

するの？

市債には、毎年の財政負担の平準化を

図ることと、公共施設は将来において

も利用されることから、現在の市民と

将来の市民の負担を公平にする役割が

あります。

１億円の支払

１億円の支払

１億円の支払

事業期間　　　　：平成29年度～令和３年度

事業費総額　　　：約32億8,200万円

市債借入額　　　：約31億9,200万円

交付税算入見込額：約22億3,400万円

事業期間　　　　：平成28年度～平成30年度

事業費総額　　　：約4億9,200万円

市債借入額　　　：約3億8,700万円

交付税算入見込額：約2億7,100万円

事業期間　　　　：平成28年度～平成30年度

事業費総額　　　：約51億6,500万円

市債借入額　　　：約35億7,400万円

交付税算入見込額：約24億9,400万円

27,437 26,324 25,136 23,661 22,384

R2 R3 R4 R5 R6

市債残高の推移

事業期間　　　　：令和元年度～令和２年度

事業費総額　　　：約4億5,800万円

市債借入額　　　：約3億7,600万円

交付税算入見込額：約2億6,300万円

市役所庁舎 道の駅

環境センターほくと子どもセンター
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1食あたり 1件あたり 1日あたり

開館日数 約350日

利用者数 延べ約６万人
小学生1食251円
中学生1食295円

高校生1食254円

約643円 約664円 約67,000円

8 　士別市の家計簿

　市の歳入・歳出は家計における収入・支出とは異なりますが、一般会計の収入を年収
360万円（月収30万円）に換算した場合の家計簿を作成しました。

学校給食費 図書館の運営 総合体育館の運営

年間利用数 約22万3千食
年間

貸出点数
約９万点

利用者負担 利用者負担 無料 利用者負担
小中学生無料
高校生 70円
一般　100円

収入 約2,282万円 収入 0円 収入 約212万円

支出(経費) 約1億6,628万円 支出(経費) 約5,979万円 支出(経費) 約2,563万円

市の負担 市の負担 市の負担

　図書館は建物の維持や図書
の購入といった費用がかかっ
ています。また、無料で貸し
出しているため、利用者負担
額はありません。

　総合体育館は、アリーナと
トレーニング室を備え、利用
者から使用料をいただき運営
しています。市内の小・中学
生は無料で利用することがで
きます。

　市内の全小中学校と東高校
に学校給食を提供していま
す。利用者負担の給食費（食
材費）とは別に、支出（経
費）には施設の維持費や職員
の人件費がかかっています。

収入

資産

支出

基本給料（市税） 62,269円

諸手当（分担金など） 161,503円

医療費や家の改修などに

対する助成金（国・道支出金） 40,204円

ローンなどの借入金（市債） 25,877円

貯金の取り崩し（繰入金） 10,147円

合計 300,000円

預貯金（基金） 443,076円

借入金の残高（市債残高） 5,037,442円

家族全員に関すること（総務費） 24,519円

子どもに関すること（民生費） 75,996円

健康用品やごみ袋（衛生費） 38,487円
家庭菜園（農林水産業費） 26,151円
商店街のイベント（商工費） 9,528円
家の修繕、庭の管理（土木費） 24,424円

災害の備え（消防費） 10,837円

学費（教育費） 35,227円

銀行ローンの返済（公債費） 51,242円

その他 3,589円

合計 300,000円
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 ④ 開業医誘致助成事業

 ② 市立病院設備更新事業

 ⑤ 上士別・多寄診療所整備事業

 ③ 市立病院医療機器整備事業

 ① がん検診事業【拡大】  ③ 食育推進事業

 ② 母子保健事業【拡大】  ④ 成人病健診センター・保健福祉センター整備事業

 ① 医療介護連携ネットワーク事業  ⑦ 心身障がい者ハイヤー料金等助成事業

 ② いきいき健康センター介護予防事業  ⑧  障がい者在宅サービス事業

 ③ 介護従事者新規就労定着支援事業【拡大】  ⑨ 障がい者施設等従事者確保緊急支援事業【新規】

 ④ 介護従事者確保緊急支援事業【新規】

 ⑤ 除雪サービス事業  ⑩ 意思疎通支援者等要請事業【新規】

 ⑥ 敬老バス乗車証交付事業

 ① 病院医師・看護師修学等資金貸付事業 1,376万円 323万円

1,435万円

1,098万円

7,383万円

1,818万円 16万円

927万円 840万円

1,847万円 262万円

350万円 305万円

721万円 280万円

580万円

1,412万円 14万円

817万円

第１章 健やかで豊かな心育むまちづくり

1 医　　療

　卒業後に士別市立病院で勤務する意思がある方への
修学資金の貸付を行うほか、看護師研究資金や医師就
業支度金の貸付を行います。

　地域医療を確保するため、市内の開業医に対し助成
をします。
【助成先】
・しべつ整形外科クリニック
・しべつ眼科

　院内の一部の部屋に空調設備を整備するほか、更新
期を迎える自動ドアの更新を行います。

　上士別医院で使用する、医療事務システムが一体と
なった電子カルテシステムやポータブルＸ線撮影装
置、画像読取装置などを整備します。

　鮮明な画像での網膜の診断が可能な検目鏡や光学式
の角膜圧等測定装置、内視鏡情報システムなどを整備
します。

2 保健・健康づくり

　がんの早期発見・早期治療を図るため、各種がん検
診を実施するほか、がん検診web予約の対象を子宮・
乳がん検診に加え、胃・肺・大腸がん検診を追加しま
す。

　市民が健康で豊かな食生活を実践するために、
「しっかり野菜349g（サフォーク）レシピ」の紹介
など、食育を総合的に推進します。

　各種母子健診および妊娠中からの子育て支援に関す
る事業を行い、母子の健康維持と育児支援を行うほ
か、新たに、低所得妊婦の初回の産婦人科受診料を助
成します。

　成人病健診センター・保健福祉センターの空調設備
と呼吸機能検査機器を整備します。

3 福祉・介護・社会保障

　医療介護連携ICTの構築に向けて専門家を招き、６年
度内の医療介護連携ネットワークシステムの導入と運
用開始をめざすとともに、関係期間とのワークショッ
プ等を実施します。

　障がい者等の社会参加の促進と福祉の増進を図るた
め、ハイヤー運賃または、自家用車の燃料代を助成し
ます。

　60歳以上の市民を対象に、介護予防活動を推進する
「いきいきクラブ」や「サフォーク元気クラブ」、
「出張所サフォークジム」を実施します。

　在宅の障がい者が安心した暮らしができるよう、施
設での入浴サービスや配食サービスなどを実施しま
す。

　障がい者施設等従事者の確保および定着を図るた
め、時限的に事業者への助成や従事者の支度金・家賃
などを支援します。

　介護従事者の確保および定着を図るため、事業者へ
の助成や従事者の支度金・家賃などを支援します。

　除雪が困難な高齢者の安全確保のため、通路および
屋根・軒下の除雪を行います。

　聴覚障がい者の自立と社会参加を促進するため、手
話通訳者等の養成や要約筆記派けん時の負担を軽減し
ます。

　満70歳以上の申請者に敬老バス券を交付し、高齢者
の外出支援および生活の充実を図ります。
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 ① 子どもの権利推進事業  ⑤ 不妊・不育症治療費等助成事業【拡大】

 ② 保育士等確保対策就労支援事業  ⑥ こども家庭センター事業【新規】

 ③ 乳幼児等医療費給付事業

 ④ 出産・子育て応援交付金事業

 ① 高校魅力化支援事業【拡大】  ④ 学校・家庭・地域連連携協力事業

 ⑤ 教育格差解消事業

 ⑥ 小・中学校整備事業

 ② 奨学資金貸付事業

 ③ 情報通信教育推進事業

23万円 38万円

10万円 1,238万円

5,695万円

837万円

466万円 669万円

1,662万円

3,812万円

738万円

3,172万円

4 子育て支援

　子どもの権利条例の理念に基づき、子どもの権利に
関する市民への啓発や子どもの権利侵害に関する相談
体制の充実を図ります。

　不妊治療および不育症の治療を受けている夫婦に、
治療費の一部を助成します。また、医療保険適用外の
先進医療として実施される不妊治療も対象とします。

　保育士等の働き手不足を解消するため、市外から移
住し一定の就労期間を経過した保育士等に就労助成金
を交付し、人材の確保を図ります。
（1年後：10万円、2年後：15万円、3年後：20万円）

　子育て世代包括支援センターと子ども家庭総合支援
拠点の機能は維持した上で体制を見直し、「こども家
庭センター」として一体的な相談支援を行います。

　子育て家庭の負担軽減のため、中学生以下の医療費
の無料化を継続します。

　全ての妊婦・子育て世帯が安心して出産・子育てが
できるよう、伴走型支援の充実を図るとともに、令和
６年４月１日から令和７年３月31日までに妊娠や出生
の届出を行った妊婦・子育て世帯に応援金を交付しま
す。

5 教　　育

　学校関係者や地域、行政が連携し、高校の魅力向上
に向け、下宿費の助成を増額するほか、引き続き部
活、探究学習などを支援します。

　学校と家庭、地域の円滑な連携・協働を推進し、幅
広い地域人材の参画により教育環境の充実を図るとと
もに、地域の教育力向上を図ります。

　経済的理由によって、就学困難と認められる児童・
生徒の保護者に、学校給食費などを支援します。

　老朽化に伴う機能低下を解消するとともに、計画的
な改修工事を実施することで、施設の長寿命化を図り
ます。

　経済的理由によって修学が困難な学生または生徒に
奨学金を貸与します。

　小中学校で使用するコンピュータの整備・活用およ
び情報通信教育の推進を図ります。
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 ① こども夢トーク推進事業  ⑥ 市民総合文化祭事業

 ② 子ども議会チャレンジ応援事業

 ⑦ サンライズホール開館30周年記念事業【新規】

 ③ 士別まちづくり塾事業  ⑧ 市民スポーツ振興事業

 ④ 市民自主企画事業 ●主なイベントの開催予定

市民クロスカントリー大会 9月1日開催予定

士別スポーツウィーク 6月15日～23日予定

 ⑤ 高齢者学習推進事業 オリンピアン教室 未定

 ① 農業農村担い手支援事業【拡大】  ⑥ めん羊振興事業

 ② 経営所得安定対策推進事業【拡大】

 ③ 甜菜作付振興事業【拡大】

 ⑦ 市営牧野整備事業

 ④ 農業農村整備促進費活用事業

 ⑧ 森林整備促進事業

 ⑤ 畜産担い手総合整備事業

4万円 28万円

17万円

300万円

33万円 2,662万円

23万円

87万円

603万円 1,157万円

536万円

4,292万円

1,185万円

1億600万円

3,546万円

1,456万円

6 生涯学習・文化・スポーツ

　未来を担う子どもたちが、士別に対する夢や希望を
市長と語る場を設けます。

　文化活動の発表機会の場として市民総合文化祭を開
催し、市民の文化活動の意識高揚と地域文化の向上を
図ります。

　市内中学生のまちづくりへの興味や関心を育み、身
近な課題の解決策の発表、実践する形式とし内容の充
実を図ります。

　平成６年の開館から30周年を迎えるあさひサンライ
ズホールについて、記念事業を実施します。

　まちづくりの担い手としての人材の発掘と育成をめ
ざした調査研究や交流により、若い力を発揮できる環
境づくりに努めます。

　士別市スポーツ協会および朝日町スポーツ協会への
補助を継続して行うほか、市内で開催されるスポーツ
イベントを補助します。

　市民の自主活動（学習会、講習会、講演会）の機会
拡大と各種団体およびサークルの活性化を図ります。

　高齢者の生きがいづくりを推進するとともに同世代
の広い繋がりを構築します。

第２章 魅力と活気あふれるまちづくり

7 農業・林業

　就農研修者・新規就農者・新規参入者など、地域と
一体となった担い手の確保・育成・支援を図るほか、
農業人口減少対策にかかる調査研究を行います。

　めん羊生産基盤の確立や羊肉のブランド力向上、新
規飼養者の確保等により、経営の安定化や観光の振興
を図るとともに、羊のまち士別としてのまちづくりを
推進します。

　士別市農業再生協議会へ助成等を行うほか、会計年
度任用職員を新たに雇用し、経営所得安定対策事業の
円滑実施を図ります。

　市営大和牧場の給水設備の更新および修繕を実施す
るとともに、飲用水の運搬を行い、放牧飼養の管理体
制を確保します。

　道営農地整備事業の推進に向け、関係機関と連携す
るなかで着実に事業を推進します。 　森林環境譲与税（森林整備基金）を活用し、適切な

森林の整備やその促進につながる取り組みをすすめま
す。

　（公財）北海道農業公社が事業主体となり、市内の
畜産農家が４年度から７年度までの４か年事業とし
て、基盤整備・施設整備を行います。

　「甜菜」の振興に
向けて、面積の確
保・拡大に取り組
み、引き続き良品質
原料の安定生産を図
るほか、甜菜肥料価
格高騰対策として新
たに補助します。
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 ① 事業承継支援事業  ⑤ 中小企業振興条例促進事業

 ② 地域循環型住宅リフォーム促進事業

 （新規チャレンジ支援事業　60万円）

 ③ 地域循環型住まいづくり促進事業【新規】  （人材育成研修事業　74万円）

 （認定職業訓練事業 30万円）

 （雇用奨励促進事業 180万円）

 （新規開業等支援事業 500万円）

 ⑥ 起業フォローアップ・経営支援事業

 ④ ラブ士別・バイ士別運動推進事業

 ① 観光誘致宣伝活動推進事業  ④ 岩尾内観光施設整備事業

 ② 観光振興委託事業

16万円 2億6,409万円

 （商店街活性化事業　876万円）

1,832万円

1,833万円

　新たな雇用に対し、経費の一部を助成します。

165万円

225万円

327万円 113万円

570万円

 ③ 観光イベント推進事業 808万円

8 商業・工業

　セミナーの開催をはじめ、「事業承継」に向けた官
民一体となった支援や相談体制の確立を図ります。 　商店街活性化イベントへの補助や空き店舗活用事

業、店舗改修を補助します。

　地域内で経済を循環させる仕組みのづくりの一環と
して、住宅改修への助成事業を行い、地域経済の活性
化を図ります。

　事業者が行う新商品開発や新たなサービス提供に対
し助成します。

　地域内で経済を循環させる仕組みのづくりの一環と
して、住宅新築の工事費を助成し、ゼロカーボン対策
等の各種取組に応じて補助金加算やサフォークポイン
トを付与します。

　企業外研修等への派遣や資格取得に要する経費を負
担した中小企業に費用の一部を助成します。

　職業能力開発や資質向上に向けた認定職業訓練の運
営に対し、費用の一部を助成します。

　開業初期の経営安定化資金を助成します。

　地域に根ざした事業者の育成のため、市内での起業
をめざす若者や女性の取り組みに関する支援を行うと
ともに、起業や事業承継して間もない市内事業者への
持続的経営に向けた支援を行います。

　郷土への愛着や連帯感の醸成と地元消費拡大等によ
る地場産業の振興を図る「ラブ士別・バイ士別運動」
を展開します。

9 観　　光

　広域連携による観光客の安定誘致に努めるととも
に、観光ニーズの変化・多様化に対応した「着地型観
光」を推進します。

　岩尾内湖白樺キャンプ場の有料化に伴い、新たに券
売機等を設置します。

　観光振興事業等をまちづくり士別株式会社に委託
し、さらなる地域経済の活性化を図ります。

　魅力的な賑わいの場の提供や、観光の振興を図るた
め、イベント経費の一部を助成します。

市内事業者での新築

100 万 円

基本

北 方 型 住 宅 Z E R O   

　50 万 円

加算

住 宅 完 成 見 学 会

3 0 万 ポ イ ン ト

加算
子 育 て ・ 若 者 世 帯

3 0 万 ポ イ ン ト

加算
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 ① スポーツイベント開催事業  ④ スポーツ合宿センター整備事業【新規】

 ⑤ 企業誘致推進事業

　  ⑥ 立地企業連携事業

 ② スポーツ合宿推進事業 ・トヨタ健康ウォーキング ・ダイハツ地域密着PJ
・三協精器工業バネ工場見学会　　ほか

 ③ 朝日三望台シャンツェ整備事業【新規】

 ① ゼロカーボン推進事業  ④ し尿処理施設整備事業

 ② 環境対策事業  ⑤ バイオマス資源堆肥化施設整備事業

 ③ 環境センター整備事業

 ① 季節移住対策事業  ④ 市道整備（補助）事業

 ② 公営住宅ストック総合改善事業  ⑤ 除雪機械整備事業

 ⑥ 橋梁整備（補助）事業

 ③ 市道整備（単独）事業

1,157万円 1億587万円

234万円

53万円

1,192万円

6億733万円

31万円 6,640万円

9万円 4,902万円

1,216万円

15万円 5,900万円

9,562万円 6,514万円

1億1,363万円

1億7,370万円

10 合宿や企業誘致

　開業から26年が経過し、施設及び関連設備において
老朽化が著しいことから施設の改修を実施し、利用者
へのサービス向上と施設の長寿命化を図ります。

　本市の地域特性や特定遊休財産を利活用した企業誘
致プロモーション活動を展開するとともに、立地企業
との連携を推進します。

　将来を見据えた効果的な招致活動を展開し、「ス
ポーツ合宿の里づくり」の推進を図ります。

　平成10年の大規模改修から25年が経過し、老朽化
が進むランディングマットや施設全体の大規模改修を
行います。
　・機械、計測設備工事　　　　  　8,699万円
　・ミディアムヒル　　　　　　3億4,296万円
　・スモールヒル　　　　　　　1億7,738万円

11 環境・エネルギー

　士別市地球温暖化対策実行計画に基づき、ゼロカー
ボンシティの実現に向けた取り組みを進めます。

　士別市一般廃棄物処理基本計画に基づき、し尿処理
施設の電気・機械設備を更新します。

　将来的なゼロカーボンの実現に向け、地域の環境保
全および温室効果ガス削減などの、環境に配慮した取
り組みを行います。

　老朽化した機械や更新期を迎える機器を計画的に更
新し、安定的なごみ処理機能を確保します。

　ごみの減量化や再資源化などの中間処理を安定的に
行うため、粗破砕機の消耗品を更新します。

12 住宅・情報通信・道路

　新しい居住施策の構築に向けて調査をすすめるとと
もに、引き続き、季節移住政策のあり方の検討をすす
めます。

　茂志利トンネルにおいて、不点灯箇所の解消と災害
時の消費電力抑制を目的にトンネル照明のLED化工事
を実施します。

　「士別市公営住宅等長寿命化計画」に基づき、ス
トック改善事業を実施します。
・多寄団地３・４棟屋根・外壁塗装
・曙第３団地屋根・外壁塗装
・曙団地（グリーンヒルズ）屋上防水改修

　朝日地域において安全な生活路線を確保するため、
老朽化が著しい除雪機械を更新します。

　・橋梁長寿命化
　　　目視点検　103橋
　　　工事             4橋
　　　実施設計       1橋　　ほか・市道改良および舗装

　　路盤改良　２路線　　総延長265ｍ
　　補修　　　２路線　　総延長308ｍ
　　舗装新設　５路線　　総延長785ｍ　ほか

　士別ハーフマラソン大会やホクレンディスタンス
チャレンジ士別大会等を実施します。
　また、破損や老朽化が進んだイベントテントを更新
します。

○本年度に士別市で開催される主なスポーツイベント
　・サフォークランド士別ハーフマラソン大会
　・ホクレンディスタンスチャレンジ士別大会
　・朝日ノルディックスキー大会
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 ① 男女共同参画社会推進事業  ② 困難な問題を抱える女性支援事業

 ① 自治会活動補助事業  ② 花いっぱい運動推進事業

 ① 国際交流・地域間交流事業  ⑥ 「まちの地域力」推進事業

 ② 人材育成・文化振興事業

 ⑦ 奨学金返還支援事業

 ③ みよし市・川内村小学生交流事業

 ④ 移住定住促進事業【拡大】

 ⑤ 地域おこし協力隊活動事業【拡大】

 ① 地域公共交通総合対策事業

21万円 3万円

1,918万円 236万円

372万円 125万円

180万円

307万円

209万円

1,170万円

5,843万円

140万円

第３章 市民の力で未来へ歩むまちづくり

13 人権・男女共同参画

　男女共同参画推進条例や行動計画に基づき、男女共
同参画社会の実現に向けた啓発活動を行います。

　DV等被害者からの相談体制整備を目的とした研修を
行うほか、各種啓発活動を行います。

14 コミュニティ

　自治会活動経費および防犯街灯のLED化経費の一部
を助成します。

　自治会と協力し地域に花を植えることで、街並みの
美化とコミュニティの活性化を図ります。

15 地域間交流・移住

　姉妹都市ゴールバーン・マルワリー市や友好都市み
よし市との交流活動をはじめとする国際交流・地域間
交流を推進します。

　「地域力」を活かしたまちづくりを進めるため、市
民団体等が行う公益的な活動を支援します。
　また、市民団体等のイベントスタートアップ支援と
して、経費の一部を支援します。

　市民や地域グループが、自主的に取り組む文化・学
習事業や交流促進事業を支援します。 　若者の地元への就業および定着を促進するため、大

学等を卒業後に士別市に定住し、就業する方に対し
て、在学中に貸与を受けていた奨学金を返還するため
に要する経費を一部支援します。　友好都市である愛知県みよし市や絆づくり協定都市

である川内村と、小学生の相互交流を行います。

　「移住ナビデスク」や「ふるさとワーキングホリ
デー」を引き続き実施するとともに、新たに個人向け
ワーケーションの誘致などを行います。

　都市部の若者等を「地域おこし協力隊」として委嘱
し、地域課題の解決に資する取り組みを展開するなか
で定住・定着をめざすほか、新たに短期委嘱の「お試
し協力隊」の受入を開始します。

16 都市計画・交通

　「地域公共交通網形成計画」に基づく持続可能な交
通ネットワークの構築に向け、将来を見据え交通の高
度化に取り組みます。
　・地域公共交通活性化協議会への補助
　・地域公共交通維持・推進
　・武徳東雲老人クラブ送迎タクシー運行業務委託
　・小中学生バス半額助成事業
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 ① 防災対策推進事業  ② 士別地方消防事務組合負担金（整備事業）

 ① 広報広聴活動事業

 ① デジタルトランスフォーメーション推進事業

　 など

 ② 情報管理事業

●財政の健全化 ●組織機構の適正化

●特定遊休財産の利活用、普通財産の売却 ●アウトソーシングの取り組み

●公共施設の再編、運営の最適化

1,030万円 1億4,004万円

2,800万円

3,348万円

　・施設予約システム導入　　　　　 646万円

　・基幹システム標準化･共通化 2,570万円

8,793万円

17 防災・消防・救急

　防災拠点における非常食等の備蓄、土のうステー
ションなど、防災に必要な資材の整備のほか、共助体
制の確立に向けて避難共助計画を策定します。

　老朽化した水槽付ポンプ車および緊急通信指令シス
テムを更新します。
　・水槽付ポンプ車　　　　　　　1億1,472万円
　・緊急通信指令システム                2,532万円

第４章 行政・財政

18 広報広聴

　「広報しべつ」の作成・配付、士別市ホームページの運用・保守業務を委託し、効率的な情報発信を行います。あわ
せて、スマートフォンなどで気軽に情報収集が行えるよう、しべつ暮らしナビの配信を行います。

19 電子自治体

　BPR（業務改革）や行政手続きオンライン化など、
国が推進する自治体デジタルトランスフォーメーショ
ンの取り組みを推進します。　

20 持続可能な行財政運営

　財政健全化実行計画に基づく各種取り組みをはじ
め、抜本的な「体質改善」を断行することで、将来に
わたって持続可能な財政基盤を確立します。

　社会情勢の変化や市民ニーズに的確に対応した組織
機構の改革や事務事業の再編とともに、定員の適正化
を図り、効率的で質の高い市民サービスの提供に努め
ます。

　特定遊休財産の利活用に向けて公募をすすめるとと
もに、普通財産の売却を目的とする土地の用地確定測
量等を実施します。

　指定管理や外部委託など、民間のノウハウの活用が
見込まれるものについて、引き続き検討をすすめ、コ
スト縮減や市民サービス向上に努めます。

　時代に合った公共施設の再編と管理運営内容の最適
化を図ります。

－　15　－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 士別市 わかりやすい予算書 

■発行年月   令和６(2024)年３月 

■発行・編集  士別市総務部財政課 

 〒095-8686  士別市東 6 条 4 丁目 1 番地 

 電話 0165(26)7788 FAX 0165(22)1934 

 メール zaiseika@city.shibetsu.lg.jp 

■士別市ホームページ https://www.city.shibetsu.lg.jp 


